
政
治
区
画
境
界
線
の
根
拠

大

越

勝

秋

行
政
区
画
の
字
義

「
行
政
機
関
と
は
、
国
政
の
事
務
を

地
理
辞
典
・
言
海
に
は
な
く
、
富
山
房
の
「
詳
解
漢
和
大
字
典
」
に
よ
る
と
、

分
掌
せ
し
め
る
機
関
、
国
務
大
臣
、
自
治
体
の
類
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
行
政
区
画
と
は
行
政
機
関
の
権
限
の
範
囲
を
規
定
し
た
も
の
、

園
、
都
・
道
・
府
・
県
・
郡
・
市
・
町
・
村
の
類
」
と
記
し
て
い
る
。
岩
波
書
庖
の
「
広
辞
苑
」
に
よ
る
と
「
行
政
区
画
と
は
行
政
官
庁

が
そ
の
権
限
を
及
ぼ
す
べ
き
範
囲
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
画
、
特
に
地
方
公
共
団
体
の
区
域
、
即
ち
都
・
道
・
府
・
県
・
市
・
町

政治区画境界線の根拠

村
の
類
」
と
な
っ
て
い
る
。

す
ぐ
り

行
政
機
関
の
権
限
の
及
ぶ
範
囲
と
し
て
定
め
ら
れ
た
土
地
の
区
画
は
古
く
か
ら
国
造
・
県
主
・
村
主
、
国
・
郡
・
里
(
郷
)
、
国
・
都

-
道
・
府
・
県
・
郡
・
市
・
町
村
な
ど
の
よ
う
に
時
代
に
よ
っ
て
名
称
も
変
っ
て
い
る
。
ま
た
行
政
区
画
の
境
界
線
は
時
代
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
。

ど
う
い
う
も
の
に
よ
っ
て
境
界
線
が
定
め
ら
れ
る
か
と
い
う
と
そ
の
根
拠
を
語
る
こ
と
は
海
洋
・
山
河
な
ど
の
形
勢
の
は
っ
き
り
し
た
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場
合
の
ほ
か
は
、
な
か
な
か
困
難
の
場
合
が
多
い
。

境
界
線
の
指
標

大
阪
付
近
を
対
象
区
域
と
し
て
、
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① 

山
河
の
形
勢
(
自
然
的
境
界
)

② 

入
会
山
の
境
界

③ 

条
里
線
の
利
用

@ 

道
路
の
利
用
(
住
居
表
示
の
場
合
)

@ 

農
業
用
水
の
水
系
区
域
(
郷
の
区
域
か
)

に
わ
け
て
触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
山
河
の
形
勢

大
阪
府
の
区
域
は
摂
津
(
東
部
)

-
河
内
・
和
泉
の
三
か
国
ー
か
ら
成
っ
て
い
る
。
国
に
は
大
・
小
が
あ
り
、
数
も
大
宝
令
に
よ
る
と
五

十
八
国
と
三
島
(
壱
岐
・
対
馬
・
種
子
島
)
よ
り
成
立
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
増
え
て
明
治
期
に
は
七
三
か
国
と
な
っ
て
い
る
。
、
和
泉

い
ず
み
げ
ん

は
も
と
河
内
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
奈
良
朝
の
霊
亀
二
(
七
二
ハ
)
年
大
鳥
・
和
泉
・
白
根
三
郡
を
さ
い
て
和
泉
監
を
お
き
、
天
平
二
一

(
七
四

O
)
年
和
泉
監
を
廃
し
、
天
平
宝
字
元
(
七
五
七
)
年
和
泉
郡
府
中
に
国
衛
を
置
き
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
世
、
和
泉
郡

か
ら
南
郡
を
さ
い
て
和
泉
国
は
四
郡
と
な
っ
た
。

摂
津
と
河
内
と
の
境
界
は
一
部
、
淀
川
を
も
っ
て
分
け
ら
れ
、
摂
津
と
和
泉
と
の
境
界
は
新
大
和
川
の
下
流
で
分
け
ら
れ
て
い
る
。
河

内
と
和
泉
と
の
境
界
の
一
部
は
西
高
野
街
道
で
分
け
ら
れ
て
い
る
。
和
泉
と
紀
伊
と
は
和
泉
山
脈
、
河
内
と
大
和
は
金
剛
山
脈
、
河
内
と

山
城
と
は
生
駒
山
脈
の
延
長
、
枚
方
丘
陵
と
考
え
ら
れ
る
。

郡
界
を
み
る
と
和
泉
国
で
は
大
烏
郡
と
和
泉
郡
が
王
子
川
、
和
泉
郡
主
南
郡
と
が
、
大
津
川
の
支
流
で
あ
る
松
尾
川
(
中
流
部
)

で
分

け
ら
れ
て
い
る
。
河
内
国
で
は



安
宿
部
郡
と
古
市
郡
1

1
飛
鳥
川

安
宿
部
郡
と
大
県
郡
|
|
大
和
川

大
県
郡
と
志
紀
郡
l
l大
和
川
(
一
部
)

河
内
郡
と
若
江
郡
|
|
玉
串
川

若
江
郡
と
渋
川
郡
|
|
長
瀬
川

渋
川
郡
と
摂
津
国
(
住
吉
郡
)
1
|
平
野
川

讃
良
郡
と
茨
田
郡
ー
ー
ー
寝
屋
川

ま
た
摂
津
東
部
で
は

西
成
郡
と
東
生
郡
|
|
新
淀
川
・
安
治
川
(
一
部
)

西
成
郡
と
豊
島
郡
|
!
神
崎
川

政治区画境界線の根拠

西
成
郡
と
島
下
郡
|
|
安
威
川

島
下
郡
と
島
上
郡
|
|
安
威
川
(
一
部
)

な
ど
が
み
ら
れ
る
。

明
治
中
期
以
降
の
市
町
村
界
、
現
在
の
市
・
町
(
村
)
界
に
も
河
川
の
一
部
が
み
ら
れ
る
。
和
泉
地
方
を
一
例
と
す
る
と
高
石
市
と
泉

大
津
市
|
|
王
子
川
、
泉
大
津
市
と
泉
北
郡
忠
岡
町
ー
ー
ー
大
津
川
、
貝
塚
市
と
泉
佐
野
市
ー
ー
ー
見
出
川
、
泉
南
郡
田
尻
町
・
泉
佐
野
市
と

泉
南
市
|
|
樫
井
川
(
下
流
)
、
|
|
泉
南
市
と
泉
南
郡
阪
南
町
!
|
男
里
川
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

山
脈
の
稜
線
、
河
川
に
よ
っ
て
境
界
を
分
け
る
こ
と
は
誰
に
で
も
わ
か
り
易
い
。
古
く
か
ら
近
代
に
い
た
る
ま
で
、
境
界
線
を
形
成
し
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て
い
る
こ
と
が
多
い
。

②
入
会
山
の
境
界

国
土
地
理
院
の
二
・
五
万
分
の
一
、

五
万
分
の
一
な
ど
の
地
形
図
を
み
て
、
何
故
、
こ
ん
な
山
岳
地
帯
で
、
府
県
界
・
市
・
町
・
村
界

を
な
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
長
い
間
、
持
ち
続
け
て
き
た
。

明
治
一
一
一

(
一
八
八
八
)
年
に
市
制
・
町
村
制
が
布
か
れ
、
近
世
に
一
つ
の
独
立
し
た
村
は
幾
か
村
か
合
併
し
て
近
代
の
町
村
制
の
町

村
に
入
っ
て
一
つ
の
大
字
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
二
八
年
の
町
村
合
併
促
進
法
つ
い
で
昭
和
四

O
年
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
市
や
町
村
に
合
併
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

私
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

入
会
山
調
査
を
進
め
て
き
て
、
ま
づ
入
会
山
区
域
の
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
、

五
万
分
の
一
の
地
形
図
に

図
示
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
近
世
の
村
が
も
っ
て
い
た
入
会
山
が
、
明
治

(
一
八
八
八
)
年
の
市
制
・
町
村
制
の
境
界
に
な
っ
て
い
て
、
現
在

に
い
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
入
会
山
の
境
界
が
、
国
・
府
県
・
町
村
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
地
形
図
(
一
了
五
万
分

の
一
、
五
万
分
の
一
な
ど
の
も
の
)
が
、
山
岳
地
帯
で
あ
っ
て
も
境
界
線
を
精
密
に
引
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
の
で
あ

る。
」
の
境
界
の
中
に
は

A 

摂
津
東
部
地
方
(
図
化
は
未
完
成
で
あ
る
)

高
槻
市
と
茨
木
市
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茨
木
市
と
箕
面
市

豊
能
郡
能
勢
町
と
豊
能
郡
東
能
勢
村

大
阪
府
(
豊
能
郡
能
勢
町
)
と
兵
庫
県

H 

)
と
京
都
府

// 

B 

河
内
地
方

枚
方
市
と
京
都
府

。
市
内
の
旧
氷
室
村
・
旧
津
田
村

H 

枚
方
市
と
交
野
市

交
野
市
と
奈
良
県

四
条
畷
市
と
奈
良
県
(
一
部
)

柏
原
市
と
奈
良
県

羽
曳
野
市
と
南
河
内
郡
太
子
町

奈
良
県
と

H 

F 

南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
と
奈
良
県

// 

と
南
河
内
郡
太
子
町

// 

C 

和
泉
地
方

貝
塚
市
と
泉
南
郡
熊
取
町



①間口山財臨時山

② 星回南谷持者山

|審 星包大谷共有山墨田仏院共有山

⑤ 寺財産 E裳青山

I (窃 傍示~;勾ウ告県有山

⑦ 携郡安明寺畏有山
③ 私部奥山共有山崎剛容}

邪教山県

総伊

図1 河内地方における共有山分布

持管山

6"村持省山

236 

6ケfjに分制寸a酢に
軍基山 個人発却
金簡水越

童骨山



237 
政治区画境界線の恨拠

-山城国

河内国

tt:方6田Tの条皇区間
平下向上推定
ー-一国界
一一部界
=戸河川

01234km 

図2 東部摂津地方における条里区画
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泉
南
郡
熊
取
町
と
泉
佐
野
市

泉
佐
野
市
と
貝
塚
市

泉
南
市
と
泉
佐
野
市

泉
南
市
域
内
の
旧
信
達
町
と
旧
新
家
村

泉
南
市
と
泉
南
郡
阪
南
町

泉
南
郡
阪
南
町
域
内
の
旧
東
鳥
取
町
と
旧
下
荘
村

泉
南
郡
岬
町
域
内
の
旧
淡
輪
村
と
旧
孝
子
村

旧
淡
輪
村
と
旧
深
日
村

泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南
町
、
岬
町
と
和
歌
山
県
と
の
境
界
は
入
会
山
が
境
界
を
な
し
て
い
る
。

@ 

条
里
線
の
利
用

摂
津
東
部
地
方
で
は
島
上
郡
と
島
下
郡
、
西
成
郡
と
東
生
郡
、
住
吉
郡
と
河
内
国
の
丹
北
郡
・
八
上
郡
と
が
条
里
線
を
利
用
し
て
境
界

を
な
し
て
い
る
。

河
内
国
で
は
讃
良
郡
と
河
内
郡
、
河
内
郡
と
高
安
郡
、
渋
川
郡
と
丹
北
郡
、
丹
北
郡
と
志
紀
郡
、
丹
北
郡
と
八
上
郡
、
丹
北
郡
と
丹
南

郡
、
入
上
郡
と
丹
南
郡
、
古
市
郡
と
石
川
郡
な
ど
の
境
界
は
ご
く
一
部
分
の
も
の
も
あ
る
が
条
里
線
を
利
用
し
て
い
る
。

和
泉
国
で
は
和
泉
郡
と
南
郡
、
南
郡
と
日
根
郡
の
境
界
に
条
里
線
の
利
用
が
み
ら
れ
る
。

④ 

道
路
の
利
用
一
(
住
居
表
示
と
町
会
)

昭
和
三
七
年
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
新
し
く
市
の
町
会
が
道
路
を
境
界
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で



も
堺
市
1

1
大
小
路
、
河
内
と
和
泉
|
|
西
高
野
街
道
な
ど
一
部
に
道
路
に
よ
っ
て
境
界
を
な
す
も
の
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
住
居
表
示

の
方
法
が
都
市
に
施
行
さ
れ
て
、
町
会
の
区
域
が
道
路
に
よ
っ
て
わ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
大
阪
府
泉

大
津
市
の
場
合
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

泉
大
津
市
域
は
和
泉
国
中
心
部
、
大
阪
湾
に
面
し
た
条
里
遺
制
の
よ
く
残
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。
道
路
は
海
と
山
と
を
結
ぶ
方
向
に
走

り
、
海
岸
線
に
直
交
し
て
い
る
。
市
街
は
昭
和
田

O
年
八
月
l
l
昭
和
四
八
年
二
月
、
次
の
よ
う
に
五
期
に
分
け
て
住
居
表
示
を
施
行
し

て
会
」
た
。
一
期
|
|
昭
和
四

O
年
二
月
実
施
、

(
田
中
町
、
上
之
町
、
下
之
町
、
春
日
町
、
小
松
町
、
菅
原
町
、
戎
町
、
本
町
、
清
水
町
、
神
明

町
、
東
港
町
、
西
港
町
で
河
原
町
、
青
葉
町
、
汐
見
町
を
除
く
旧
市
内
)

二
期
l
!
昭
和
四
三
年
一
月
一
六
日
実
施
(
東
雲
町
、
旭
町
、
昭
和
町
、
式
内
町
)

三
期
l
l
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
日
実
施
(
助
松
町
一
丁
目
!
↓
三
丁
目
、
松
浜
町
一
丁
目
|
↓
二
丁
目
〉
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四
期
|
|
昭
和
四
六
年
九
月
一
日
実
施
(
二
田
町
一
丁
目
|
↓
コ
一
丁
目
、
曾
根
町
一
丁
目
|
↓
三
丁
目
、
条
南
町
、
池
園
町
、
寿
町
、

宮
町
、
旧
市
内
の
河
原
町
)

五
期
i
l
昭
和
四
八
年
二
月
一
日
実
施
(
東
助
松
町
一
丁
目
!
↓
四
丁
目
、
森
町
一
丁
目
|
笠
一
丁
目
、
千
原
町
一
丁
目
|
士
一
丁

目
、
助
松
団
地
)

泉
大
津
市
域
で
住
居
表
示
の
し
て
い
な
い
の
は
、
青
葉
町
、
汐
見
町
、
池
浦
、
下
条
、
虫
取
、
宇
多
、
豊
中
、
我
孫
子
、
板
原
、
穴
回
、
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宮
の
一
部
、
森
、
尾
井
千
原
、
助
松
公
園
の
条
皇
制
の
典
型
的
地
域
で
条
里
線
の
短
か
い
線
分
の
接
続
、
古
い
条
里
線
の
境
界
が
み
ら
れ

る
。
海
に
接
し
た
旧
市
街
、
山
手
の
和
泉
市
に
接
す
る
部
分
の
条
里
の
境
界
と
新
旧
の
直
線
状
の
境
界
線
の
対
比
が
み
ら
れ
る
。
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@
農
業
用
水
の
水
系
区
域
(
大
化
以
後
の
郷
か
)

す
べ
て
前
の
時
代
か
ら
の
も
の
が
、
基
礎
と
な
っ
て
次
の
時
代
の
も
の
が
形
成
さ
れ
て
行
政
区
画
が
で
き
て
い
る
。
国
や
郡
の
境
界
で

い
て
里
(
後
の
郷
)

一
部
わ
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
里
(
郷
)
の
境
界
は
村
主
の
区
域
が
で
き
て

の
区
域
が
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
郷
の
境
界
は
何
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
さ
き
に
和
泉
地
方

も
不
明
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

に
お
け
る
井
堰
分
布
と
水
系
の
調
査
を
な
し
た
。
そ
の
と
き
ふ
と
和
泉
地
方
で
は
農
業
用
水
の
水
系
区
域
が
郷
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

近
木
川
の
上
流
の
員
塚
市
水
聞
に
水
間
小
久
保
西
井
堰
、
水
間
小
久
保
本
弁
堰
が
あ
っ
て
、
用
水
は
近
木
郷
水
系
に
よ
っ
て
下
流
の
近

木
庄
地
域
に
濯
涙
さ
れ
る
。
こ
の
近
木
庄
地
域
(
旧
北
近
義
村
、
旧
南
近
義
村
)
が
近
義
郷
の
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

西
井
堰
・
木
島
本
井
堰
よ
り
木
島
水
系
を
通
じ
貝
塚
市
旧
木
島
村
や
岸
和
田
市
阿
間
河
区
域
の
一
部
に
濯
概
さ
れ
る
。
こ
の
木
島
水
系
の

一
方
水
聞
の
木
島

濯
概
さ
れ
る
区
域
が
木
島
郷
と
な
っ
て
い
る
。
井
堰
と
水
系
に
よ
っ
て
濯
概
さ
れ
る
区
域
が
大
化
以
降
の
郷
の
区
域
と
な
っ
た
と
私
は
推

定
し
て
い
る
。




